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Hello!! from Bangkok!!〜Chiko’s column〜  
 	 	 	  

みなさん、こんにちは。新しい年号になり

ましたね！私は、昭和生まれですが、後の

方なので、私にとって平成は私が駆け抜け

た時代そのものです。海外にいるからか、

日本を余計に意識してしまい、平成の最後

の日は何だかとっても寂しい気持ちに浸っ

ていました。でも、立ち止まってはいられ

ないですね、物事の終わりは始まり！放て

ば満てりです。「令和」も自分らしく思いっ

きり突っ走っていきたいと思います。皆様、

令和もラーニングスタジオあざみ野をどう

ぞよろしくお願い致します！さて、そんな

こんなで、令和が始まりましたが、バンコ

クはというと、本当に毎日３６度を越す暑

さで毎日が真夏です。先週から、ついに学

年末試験週間が始まり、4年生は卒業をかけ
た論文発表や、試験があるのでみんな必死

です。私も自分のゼミの学生が、うまく卒

論発表を終え、無事卒業できることを願う

ばかりです。仕事は目まぐるしく過ぎてい

きますが、休日はやはりずっと家にいるの

もつまらないので、先日の日曜日はちょっ

と出かけてきました。出かけた場所は土日

の週末しか空いていない「ウィークエンドマーケット（その通りですね、笑）」！このマーケッ

トは観光客にはもちろんタイの人にもとっても人気です！何と言っても、全てが安いし、値切れ

るし、オリジナルのものが手に入ります！もちろん食べ物も、飲み物もデザートもなんでもあり

ます！今回は洋服や、靴が欲しかったので、行ってみました。敷地が本当に広くて、いつも迷子

になってしまいます。さらに、このマーケットは問屋としても利用されているので、本当に物が

大量にあります。なので、欲しい！と思ったものがあったら、その場で買わなければ、あとから

本当にまた出会えるかわかりません。このマーケットに行くときはいつも直感を大切にします、

笑。今回は買いたい服は見つかりませんでしたが、代わりに、靴を見つけることができました。

皮のスニーカーを買いました。タイは革製品もとても安いし、クオリティーもいいです。もちろ

んそのスニーカーはMade in Thailand！やっぱり、その国にいたら、その国で作られたもの	 ↗ ︎ 

 	  

を買わな

きゃ意味
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輸入され

たものを

買うよ

り、お財

布にも優

しいはずですよね！そして、その靴は一

つ一つ、店にいるタイ人のお兄ちゃん

（かなりイケメン！）が作っていまし

た。値段は２０００バーツ（６０００円

ぐらい）でした。もちろん、安くはない

ですが、皮でしっかりハンドメイドで作

られたその靴は、日本で買ったら２倍ぐ

らいするのではないかと思います！い

い買い物ができました！食器やカバン

などみたいものを挙げればきりがない

ので、今回は靴をゲットしてから、その

ままマーケットで友達と落ち合い、ココ

ナッツアイスを食べ、飲み屋（マーケッ

ト内）に寄って、マルガリータを飲みす

っかりいい気持ちになって帰りまし

た！これでエネルギーも充電したし、ま

た１週間頑張れそうです！5月病に負
けないように、みなさんも疲れたなぁと

思った時には、少し買い物やお酒をパー

っと楽しんでみるのもいいかもしれま

せんね。さて、私は、来週に迫った私の

ゼミ生の卒論の追い込みです！	 令和

も思いっきり行きましょう！では、また

次回！	 	 	 	 	              Chiko 
 

 元気が出る‼	 今月のおすすめの一冊  
みなさんこんにちは! ついに令和ですね。あのデ
タラメの医療漫談で有名なケーシー高峰さんも

(古い!?)4月8日にお亡くなりになって、新しい世が
来たのかなぁ…なんてしみじみしてしまいます。

そんな漫談で思い浮かぶのは衛藤信之先生なん

ですが、この衛藤先生、すごい人なんです。年間

約200本の企業講演・社員研修を担当、日本一企
業顧問数の多い心理カウンセラーで、日本メンタ

ルヘルス協会の代表。まるで漫談を聴いているよ

うに日常生活に活かせる心理学を、爆笑しながら

学べます。下手なお笑いライブに行くより、衛藤

先生の講演会を聞きにいった方がお得かも(!?)し
れません。ということで今月は、少し前に行った

衛藤先生の講演会で印象に残ったところをかい

つまんでお届けしようと思います。 
	 	  

キラキラ熱帯魚「闇があるから光があるってわかったわ! 深海魚さん、ありが
とう!!」 
深海魚A「あの熱帯魚、やけにキラキラしてるな。あいつといると居心地が悪
いぞ。真っ暗だ。真っ暗だ。やっぱり世の中って真っ暗なんだ!」 
深海魚B「そうだ、そうだ、本当に真っ暗だ!!」 

これなら居心地はいいかもしれない。けど、何にも変わりませんよ。 
家−仕事−居酒屋。家−PTA−スーパー。これが魔のトライアングル。ここから抜け
出すには、いつもと違う行動を起こさなくちゃ。出会いが欲しい!? だったら外に 

出なくちゃ。部屋の中にいて出会いが来たら、それ、ドロボー

です。アドバイスを受けて、「はい、でもね…Yes, But…」とい
うのは、できない理由を挙げて、結局変わりたくないってこと。 
	 	 	  

何を伝えるかではなく、誰が、どんな態度で、伝えるかが大

切。先生が子どもたちに「生き生きと、明るく伝えよう」と

自信のない表情で、暗くて小さな声で、ごもっともなことを

話したって伝わりません。 
	  

Belief(思い込み)が、今の感情(結果)を作る。自分の受け取り方
が、感情を作る。悲しい出来事(原因)が、今の悲しい感情(結
果)を作るのではないのです。 
×振られた。 
◯私のレベルが高すぎたみたい。 
◯これからは世の男はみんな私のものよ。 
◯人生は２度楽しい(グリコか!?) 
×失業してしまった。 
◯失業保険でしばらくの間遊べる!! 
◯失業したから時間ができて、学ぶ時間ができてラッキー。 
×息子がいじめで不登校になった。 
◯だからこそ、こんなに家族で深い話をする機会が持てた。

おかげで逆に家族の絆が深まった。 
    

相手からの無理難題・嫌な言葉や態度…そんな凄い球には、

綺麗にサーブを返すつもりで楽しもう。 



毎日の苦労・嫌な奴・トラウマ・心の傷…、どんな時にだってそれら

を生きるエネルギーに変えていける人が本当に強い人。お金がなくな

って権力を失墜して何もなくなっても、イキイキと生きていける強さ

を持っているのが、成功者。 
    

永遠と愚痴を聞かされると疲れます。そんな時はどうするの?  
疲れる理由は、こちらが答えを持って話を聞くから。相手に吐き出さ

せようとして話を聞くと疲れません。 
    

◯…こういうことなんですね。…という訳なんですね。(整理される) 
◯この人はこう言う気持ちなんだなぁ…、と聞いてあげる。 
×…こうしたら。…ああしたら。と自分の意見を言うと、Yes, But…
方で切り返される。尊敬していない人が言っても聞かない。 
△尊敬している人が言えば聞くが、するとまたアドバイスを聞いてく

る(依存中毒) 
    

怒る前には、必ず、相手への期待があります。だからこそそのことを

分かった上で、話し方を工夫することが大事です。 
×何やってんだお前!!!!! 
◯お前に期待してたので結果にビックリしている。 
×(子どもに対して)勝手にどこか行ったらダメじゃないか! 
◯見つかってよかった。(心臓を触らせながら)パパは心配でこんなに
心臓がドキドキしてるんだ。 
	 	 	  

いかがでしたか? 全ての話は爆笑だったんですが、面白味が全然伝わ
らずにもどかしいです。ご興味のある方は、YouTubeで「衛藤信之」
と検索してみて下さい。ダイジェスト版の講演会が無料で観れます。

僕が一番ハッとさせられたのは、「相手の話を聞く時には、こちらが

答えを持って聞くから疲れてしまう。相手に吐き出させるように聞く

と疲れない」というところでした。実際に試してみると効果てきめん。

相手の話をまとめながらフィードバックするだけなので、本当に疲れ

ないんですよ。 
	  

まとめ過ぎかもしれませんが、衛藤先生の心理学は窮地に陥った

時にどれだけ発想の転換ができるか、発想の転換ができれば目の

前の困難だって、そうとも限らない恩恵として捉えることだって

できるんじゃないかしら…、というものなのではないでしょうか? 
そこで今月のオススメの１冊も「発想の転換」に少なからず役立

ちそうな本のご紹介です。2年ぶりの新刊、喜多川泰著『運転者』
ディスカヴァー・トゥエンティワン出版です。この本の中には

いくつかのテーマがあるのですが、一つ目は「運」です。 
	 	  

運は〈いい〉か〈悪い〉で表現するものじゃないんですよ。〈使

う〉〈貯める〉で表現するものなんです。先に〈貯める〉があっ

て、ある程度溜まったら〈使う〉ができる。運は後払いです。

何もしていないのにいいことが起こったりしないんです。 

周囲から〈運がいい〉と思われている

人は、貯まったから使っただけです。 
	 	  

面白い発想ですよね。努力の結晶や成

果を「運」として考ています。本文を

読むと、次のように説明しています。 
	 	 	  

「運」というのは積み重ねた努力の結

果が自分に対して表れるのは、普通の

人が考えているよりもずっと後になっ

てからです。それこそ 10年とか、場合
によっては 100年とか…。しかも、そ
の成果は自分に表れるとは限らない。

むしろ、自分の身の周りの大切な人と

か、次の世代とか…そういうところに

現れてくることだってある。それなの

に努力をしたり頑張ったら、今すぐ自分にいいことが起こらなければ

〈運が悪い〉〈努力は報われない〉…って大騒ぎです。〈今すぐ、自分

だけ〉って考えすぎなんですよ。 
人間の一生が、自分だけの物語の完結だと思って生きるのであれば、

生まれた時に与えられた条件を使って、できるだけ自分の欲望を満た

した方がいい人生だということになってしまうかもしれません。 
でもよく考えてみれば、わたしたちは、自分じゃない誰かが作った社

会に生まれてきて育ちました。それを作ったのは自分よりも前の世代

の人々です。いい時代に生まれたなぁ、と思えるとしたら、それはそ

ういう時代に生まれて運が良かったと思えるかもしれませんが、どっ

かからふっと湧いて出た、ラッキーで平和で裕福な時代に生まれ育っ

たわけではありません。たくさんの血と汗と涙、そして努力、極論、

命が費やされてきたものです。〈あった〉ものではなく、命と引き換え

に〈作られた〉ものなのです。 
それぞれの時代に生きた人が、延々と続く命の物語の一部を精一杯、

自分の役割を果たすように生きてくれたから、次の世代は、前の世代

よりも〈いい時代〉に生まれ育つことができるようになる。そして今

あなたが、その命の物語というバトンを受け取って生きているんです」 
  

もう一つは「プラス思考」についてです。「自分の人生にとって何がプ

ラスで何がマイナスかなんて、それが起こっている時には誰にもわか

りません。どんなことが起こっても、起こったことを自分の人生にお

いて必要な経験に変えていくというのが〈生きる〉ってことです。だ

から、どんな出来事だってプラスにできますし、逆にどんな出来事も

マイナスに変えてしまうことだってできる。本当のプラス思考という

のは、自分の人生でどんなことが起こっても、それが自分の人生にお

いてどうしても必要だから起こった大切な経験なんだと思えることで

しょ」 なんだか衛藤先生のお話とも共通してますね！まとめ小林義和	

Rie’s column〜Stylish tradition 女性が茶筒を買い、彼女が自分のキッチンで自由に使いたい。と言った事

で気がついたそうなのです。用途や使い方なんて十人十色で良いのではな

いか！どう使おうがその人の勝手で良いのでないか！海外に目を向けた

それからの隆裕さんはフランス・イギリスに渡り、お店に売り込みに行っ

たり、実演販売したり、、そうした努力が実り海外でも認められるように

なったそうです。 
この茶筒の何が凄いかと言いますと、上に蓋を乗せると、す〜〜っとこれ

またエレガントに本体に静かに降りて行き、吸い付くようになんの隙間も

なくピタっと収まるのです。これは本当に映像で見ると（多分実際見ると

更に）びっくりします。 
人間の手でこんなに精密に作れるなんて、、。 
私は改めて技術を磨くって凄いなー！とこの番組を見てて（自転車を漕ぎ

ながら、、笑）感動してしまいました。決して安い物ではありませんが、

そこには長い年月引き継いで来た職人の技術と手作りのこだわりと精密

さと美へのCommitment（献身）の心があります。 
種類は銅、ブリキ、真鍮の物があり、サイズも様々、商品も茶筒だけでな

くパスタ入れやアフタヌーン・ティー用のトレイ等等、、更には音響会社

とコラボで作った茶筒スピーカー「響筒」等があります。 
出来る所まで究極に削ぎ落としたミニマリズム的な見た目の「美」、用と

しての「美」、そして毎日触れる事で艶が出て手触りが良くなる触覚の「美」

でもあるのですよね。時に人は伝統を重んじる時、「こうでなければいけ

ない!」と言うStubborn（頑固な）部分も出てしまうと思うのですが、少し
寛大な気持ちになり、他人の意見を聞いたりすると、違う角度で物事を見

る事が出来、そうすると色んな可能性に気がつく事ってあるような気がし

ます。この６代目の隆裕さんは40代で若い店主ですが、他の若手の日本伝
統工芸家達を集め、コミュニティを作り、他の様々な活動もされているそ

うです。伝統の中にあるStylishさってなんだかカッコ良いですね。  Rie 

	 	 	 	 	 	  

皆さんこんにちは、スタッフのRieです。GWはいかがでしたでしょう
か？実はこれを書いている今はGW前なのですが、皆さんが読んでい
らっしゃる頃には私もアメリカ旅行から戻っていて、時差ボケ＆カル

チャーボケになっているはずです。笑 
さて、先日夜ジムで自電車を漕ぎながらテレビを見ていると、ある番

組が取り上げていたお店にとても興味を持ちました。それは京都にあ

る「開化堂」という創業140年のお店です。明治初期の1875年からほと
んど変わらない製法で今でも作られている茶筒屋さんなのです。 
文明開化の明治 8年に英国から輸入したブリキで初めて丸缶の茶筒を
手作りしたのが「開化堂」です。当時はとても画期的だったと思いま

す。しかしながら、今日まで安定して世代交代して来たわけではあり

ません。戦時中は材料や道具等を没収され、戦争が終わると今度は高

度成長期の機械化による大量生産・大量消費の波に押され、、それでも

一つ一つの手作りにこだわり、130もあると言われる工程を引き継いで
来たそうです。とは言え、今の 6代目の方が明かす真実、、。というの
はその方のお父様である 5代目がこんな事を言ったそうです。「こんな
仕事あかんようになる。サラリーマンになれ。」6代目の隆裕さんはこ
の言葉を受け、一旦は就職したようなのですが、一人のアメリカ人の 

 


